
22 年 4 月
１・２階ユニット共通

22 年 3 月 12 日 年 月 日

②　情報提供票を活用する場合

　平成 年 月 日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

   

､

①　介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合

　別紙情報提供票のとおり
① 基本情報リンクURLを記入　② 別紙情報提供票のとおり

【評価機関概要（評価機関記入）】

訪 問 調 査 日

 有限会社 介護センターかがやき
事 業 所 番 号
法 人 名

 グループホーム かがやき事 業 所 名

自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果

作 成 日

 2774600650
【事業所概要（事業所記入）】

３日平成

 認知症対応型共同生活介護サ ー ビ ス 種 類

【事業所基本情報】

 柏原市上市三丁目１３番１６号

評価結果市町村受理日 平成

所 在 地

自己評価作成日  平 成

・利用者の健康管理について、看護師の配置は無いが主治医や薬剤師などの意見をもとに、職員が気を配り
健康維持に努めている。また、状態が悪化しないように日常生活やレクリエーションに利用者それぞれに
合ったケア方針を取り入れている
・職員がゆとりを持ってまた自発的に介護業務に当たれるように、基準人員配置より多くの人員を配置して
いる。
・他事業（訪問介護・通所介護・居宅介護支援）を同一敷地内に置くことで、多角的なサービス提供がス
ムーズに行われている。また、合同行事など単体では難しいことも出来るようになっている。
・職員の年齢層に幅があり、年代による感じ方や意見の違いを取り入れられ、利用者から本当の家族のよう
に思って頂けている。
・アットホームで、誰でも気軽に立ち寄れる雰囲気づくりを目指している。
・畑や花壇が敷地内にあり、利用者がいつでも自由に安全に利用できるようになっている

  特定非営利活動法人　近畿マネジメント・サポート・センター
  〒546-0035　大阪市東住吉区山坂五丁目５番１４－１０３号

評 価 機 関 名
所 在 地

22 3 31

ホームは設立後５年半になり、介護職員２２名中、５年以上の経験者５名が中堅職員として精励し、ホーム
全体の動きを把握しながら、住み心地の良い生活環境への配慮と、介護に努めている。職員のチームとして
の働きで、利用者ごとに日々の気付きの観察結果が纏められ、介護計画に活かしている。
ホームでは、契約している内科医師及び歯科医師による往診が毎週行われ、利用者、ご家族は安心しており
職員も、利用者各自の症状について先生に連絡し、ご指導を頂いている。
又、運営者は日頃から職員のレベルアップを重視し、研修を奨励しているが、職員のうち５名が介護福祉士
の有資格者で、今年は４名が合格を目指している。
行事として企画している、中学生の社会体験の見学や、職員の幼児の訪問について利用者は、対話ができる
ので、好評である。



特定非営利活動法人

○

○

○

○

○

○

近畿マネジメント・サポート・センター評 価 機 関 名グループホーム かがやき事 業 所 名

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価 外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

Ⅰ　　理念に基づく運営

1 1

理念の共有と実践 『家庭的な雰囲気の中で家
事や趣味を通じ、住み慣れ
た自然の多い町で共同生活
を楽しむ』を理念とし、業
務中、常に見える場所へ理
念を掲示している

　地域密着型サービスとしての意
義を踏まえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている

定期的な職員全体の会
議は毎月１５日午後に
開催し、理念の実践に
ついて会議を行なって
いる

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や、支
援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

2 2

事業所と地域とのつきあい 日頃から笑顔で挨拶を心が
け、年末年始の挨拶周りや
ホームの刊行物の配布等を
行っている。また自治会掲示
版を利用したボランティア
（子供会や老人会等）参加を
呼びかけている

運営者を始め、職員は
地元の方々への日常の
ご挨拶をはじめ、地域
に溶け込むよう配慮を
重ねている

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として、日常的に
交流している

4 3

運営推進会議を活かした取り組み 毎回テーマを決め、それに応
じた各専門職者や入居者家族
からの意見や要望がある。ま
た食事や行事などホームで提
供しているサービスに実際に
見て触れてもらうことで、感
想や要望が頂けサービス向上
に活かされている

会議は、２ヶ月ごとに
年間６回開催されてい
て、各委員よりご意見
や各種の情報を頂き、
介護向上に役立たせて
いる。

3

民生委員や地区会長等と交流
を持ったり、小中学校などの
教育機関との連携を図り、体
験学習などの受入を実施し、
地域の方に認知症の人の理解
を得られるよう努めている

事業所の力を活かした地域貢献

5

運営者が利用者との散
歩の際、途中で市役所
の担当部門を訪問して
話し合っている

4

6 5

身体拘束をしないケアの実践 ホームで、考えられる該当
ケースを検討、具体的な事
例と共に身体拘束に係わる
マニュアルを作成し、全職
員に周知させている。ま
た、より理解を深めるため
に、所内研修の実施や所外
研修の受講を勧めている

市役所が近く、毎月1回以
上は利用者と共に散歩を兼
ねて、立ち寄っている。ま
た、情報提供や報告・相談
を適時に行い、協力関係の
構築に取り組んでいる

研修会の出席者からの
報告を兼ね、職員一同
が出席して研修を行
なっている。又、運営
者は職員の各種研修会
の出席を奨励している
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  運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について、報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

  市町村担当者と日頃から連絡を
蜜に取り、事業所の実情やケア
サービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

  代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて、身
体拘束しないケアに取り組んでい
る

市町村との連携
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所内、所外研修を実施して
いる。
ヒヤリハットの活用や、防
止についてのケース検討会
を行っている

自
己
評
価

7

虐待防止の徹底

8

権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

所内、所外研修を実施して
いる。
地域包括支援センターの権
利擁護担当者から役割や制
度の説明を受けるなど、管
理者や主任を中心に学習機
会を設けている

契約に関する説明と納得 契約前に必ず、見学と家族
間での話し合いをお願いし
ている。契約・解約時には
時間を十分に設け説明して
いる。また質疑等に納得さ
れるまで、お応えしている

　契約の締結、解約または改定等
の際は、利用者や家族等の不安や
疑問点を尋ね、十分な説明を行い
理解・納得を図っている

次のステップに向け
て期待したい内容

毎日のミーティングや、勤務
時間外などに、職員が意見や
提案をする機会を設けてい
る。定期的に、無記名アン
ケートを実施したり、全体の
カンファレンスを行っている

10 6

運営に関する利用者、家族等の
意見の反映

苦情相談窓口および担当者
を設置や、介護相談員の受
入れを実施している。
運営推進会議の参加を呼び
かけ、希望者に出席しても
らい、意見等を聞いている

来訪されたご家族とは
職員が出来るだけ、ご
意見等を伺うよう配慮
している

9

管理者は出来るだけ多
くの改善提案を職員に
求めている

ヒヤリハットの提出
も含めて、改善提案
を日常的に提出でき
るよう検討して欲し
い

12

就業環境の整備 運営者の方針として、職員の
家庭事情などを考慮し、人事
異動や業務変更等は極力行わ
ない。個人の能力把握に努
め、それに見合った給与水準や
配置を心がけている。人員に余
裕を持たせ日々の業務におわれ
る事のないようにしている

11 7
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13

職員を育てる取り組み 年間の研修計画を立て、実施
している。また、個人の力量
に応じて、臨時研修も行って
いる。
外部研修などの情報を職員が
自由に閲覧できる場所へ掲示
し、受講を推奨している

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際の力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

外
部
評
価

自 己 評 価 外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見人制度につい
て学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活
用できるよう支援している

項        目

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員、並びに外部者へ表
せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や、提案を聞く機会
を設け、すれらを反映させている

運営に関する職員意見の反映

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう、職場環境・条件の整備に努
めている
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　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を支援される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

入所検討会を開催し、利用者
と家族のニーズを探し、ホー
ムでのサービスが一番適して
いるか、他のサービスを利用
すべきかを十分に話し合ってい

る。また利用者と家族にも説明
を行い理解と協力を得られるよ
うに努めている

18

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価 外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

14

同業者との交流を通じた向上 全国認知症高齢者グループ
ホーム協議会や柏原・八尾の
事業者連絡会に参加してい
る。独自に近隣のグループ
ホームと協力し、情報の共有
とサービスの質向上のため
に、職員間の自由交流や見
学、実習受入や合同研修など
をしている

初期に築く本人との信頼関係 在宅や病院などに職員が数回
訪問し、本人や相談員、ケア
マネージャー等から聴き取り
を行っている。また可能であ
れば、ホームを見学していだ
き設備や環境等を詳しく説明
し、感想等を伺っている

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取り組みをして
いる

16

初期に築く家族等との信頼関係 在宅訪問での聴き取りと
ホーム見学を兼ねての聴き
取りを行っている。
また、出来るだけ多くの家
族に会い、それぞれのお話
を伺っている

15

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

17

初期対応の見極めと支援

職員の利用者への接し方、
特に対等な関係についての
研修を行っている。
毎朝のミーティングなど
で、職員に介護者が一方的
な立場にならないように、
自己啓発を促している
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19

本人と共に過ごし支え合う家族
との関係

職員の誰もが、家族から接し
やすい雰囲気を持てるよう笑
顔や挨拶を心がけている。
ホームへ気軽に来て頂けるよ
うに、アットホームな環境づ
くりに努め、利用者と家族が
気兼ねなく、落ち着いた時を
過ごせるように支援している

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている
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○

○

○

○

○
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25

暮らしの現状の把握 ケースカンファレンスを行
い、職員それぞれの意見を
検討し、客観的かつ総合的
な利用者の心身状態の把握
に努めている

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の、現状の
把握に努めている

馴染みの方々の来訪を
多くしたいと配慮して
いる。又、来訪された
方々を手厚く歓迎して
いる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価 外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

8

馴染みの人や場との関係継続の
支援

どなたでも、ホームへ気兼
ねなく来ていただけるよう
に声かけをしている。家族
へ馴染みの場所への外出機
会を持っていただけるよう
呼びかけ、それを支援して
いる

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や、場所との関係が途
切れないよう、支援に努めている

性格や性別などを考慮し、
居室やお気に入りの場所な
どの配置に気を配ってい
る。職員が積極的に声かけ
をし、孤立する方がいない
よう配慮している

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

利用者とのコミュニケー
ションを大切にし、希望や
意向を拾い上げるように努
めている。また、ケースカ
ンファレンスにおいても利
用者の立場に立って検討し
ている

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている

20

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

職員は、一人ひとりに
寄り添って、話し合い
をしており、お顔の表
情からも、真意を汲み
取り、ご意見やご希望
は、必ず記録として残
している。

21

利用者同士の関係の支援

24

これまでの暮らしの把握 家族との交流を深め、利用
者の生活歴等の把握に努
め、サービスに活かせるよ
うに配慮している

22

関係を断ち切らない取り組み 定期的に、電話や手紙など
で近況を伺っている。ま
た、相談があった場合は訪
問等を行い、必要であれば
他サービスの紹介やアドバ
イスを行っている

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

23 9

思いやり意向の把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている
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31

チームでつくる介護計画とモニ
タリング

利用者と家族の希望を取り
入れた介護計画の作成に努
めている。
また必要に応じて、医療機
関とも連携し、利用者に
とって負担のない介護方針
を検討している

地域の他のホームの
方々との交流で、利
用者の情報整理の改
善についての交流を
検討して欲しい

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら、実践や介護計画の見直しに活
かしている

自
己
評
価

外 部 評 価

次のステップに向け
て期待したい内容

実 施 状 況

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価

実 施 状 況

26 10

27

個別の記録と実戦への反映 日々の支援経過記録をもと
に、状況・状態に応じて、
別紙を用いて細かな情報の
共有に努めている

職員はゆとりを持って
利用者の言動の把握に
努めている　本人がより良く暮らすための課

題と、ケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイデアを
反映し、現状に即した介護計画を
作成している

28

一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

同一法人の他事業（訪問・
通所・居宅支援）それぞれ
の特性を活かし、外出支援
や合同行事、相談などの援
助に協力している

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスにとらわれない、柔軟
な支援や、サービスの多機能化に
取り組んでいる

30 11

かかりつけ医の受診診断

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られた、か
かりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられる
ように支援している

地域資源との協働 消防訓練等…緊急災害時の避
難訓練、消防署との連携
民生委員…認知症高齢者への
理解、運営推進会議等の参加
教育機関…中学生との交流、
職業体験学習等の受入
ボランティア…地域住民の交
流、各種団体行事の参加など
を行っている

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら、安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

利用者や家族が希望する医
療を受診できるように、そ
れぞれの医療機関へグルー
プホームの理解と必要性を
説明し、受診や往診、家族
への説明等の協力をお願い
している

内科医師の毎週の往診
時に薬剤師も同行して
もらっているので、医
師の説明と共に、職員
は多くの指導を頂いて
いる

29

　介護職員は、日常の関わりの中
で、とらえた情報や気づきを、職
場内の看護職員や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適
切な受診や看護を受けられるよう
支援している
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介護職員との協働 協力医療機関の看護師に協
力いただいている。利用者
の症状や変化について相談
し、指示やアドバイスを受
けている。必要時は、適時
に処置等を依頼している



○

○

○

○

○

○

　日常生活の中で本人が、思いや
希望を表したり、自己決定できる
ように働きかけている

外 部 評 価自
己
評
価

実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

外
部
評
価

項        目
実 施 状 況

自 己 評 価

32

入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、又、できるだ
け早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを
行っている

入院時は、病院の担当医や
看護師、ソーシャルワー
カーへ、速やかに情報（サ
マリー）を提供し、早期退
院へ向けた医療や看護を依
頼している。また、症状の
中間報告を受け、退院後の
介護方針や通院、服薬など
の相談を行っている

12

重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

事業所の基本方針として、
重度やターミナルについて
の介護範囲を定めている。
　主治医とも相談し、事業
所として可能な介護の在り
方を模索し、利用者や家族
の希望に合わせて、他サー
ビスや医療を利用するなど
し柔軟に対応している

管理者は職員との情報
交流を特に配慮し、ご
家族とも綿密な連携を
取っている

　重度化した場合や、終末期のあ
り方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、事
業所で出来ることを十分に説明し
ながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

33

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を、全職員が身に付ける
と共に、地域との協力体制を築い
ている

34

急変や事故発生時の備え 消防署に協力してもらい、
定期的に救急救命等の実技
指導を受けている。
緊急時のマニュアルと緊急
連絡網を作成し、職員全員
へ周知、わかりやすい場所
へ掲示している

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は、応急手当や
初期対応の訓練を定期的に行い、
実践力を身に付けている

35 13

災害対策 防災マニュアルを作成し、
職員へ周知させている。
また、年1回消防署指導に
よる総合（避難・通報・消
火）訓練を行っている

一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

日頃から、利用者への言葉
遣いや態度についての指導
を行っている。
プライバシーや個人情報保
護に関する規約を定め、周
知させている

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りや、プライバシーを損ねない言
葉かけや、対応をしている

最近の火災事例もあり
職員はマニュアルに
従っての訓練を行なっ
ている。消火設備につ
いても改善計画を決定
している

職員同士で言葉遣いに
ついて特に注意をし
合っている。会議の際
には研修資料を参考と
して話し合っている

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

37

利用者の希望の表出や、自己決
定の支援

利用者一人ひとりの性格や
表現方法に合わせたコミュ
ニケーションを心がけ、押
しつけにならないよう注意
しながら自ら意思決定しや
すい雰囲気づくりに努めて
いる

36 14
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○

○

○

○

○

○

○

職員は一人ひとりの対
応を心がけており、パ
ンツ等の使用について
も出来るだけ汚さない
よう配慮している

　排泄の失敗や、おむつの使用を
減らし、一人ひとりの力や排泄の
パターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や、排泄の自立に向け
た支援を行っている

　便秘の原因や、及ぼす影響を理
解し、飲食物の工夫や運動への働
きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望に沿って支
援している

　その人らしい身だしなみや、お
しゃれが出来るように支援してい
る

　食事が楽しみになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

日々のその人らしい暮らし

外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価

39

身だしなみやおしゃれの支援 毎日の整髪整容や服の着合
わせ等の支援を行い、自ら
も意識してもらうために声
かけを行っている。理美容
も本人の希望に沿えるよう
に複数の店を利用している

38

職員の業務としての規則は
定めているが、それにより
利用者にとって強制的とな
らないよう、配慮してい
る。利用者の希望や体調に
合わせて臨機応変な対応を
心がけている

40 15

食事を楽しむことのできる支援 利用者の体調や状態に合わ
せ、出来ることや、やりた
いことを中心に時間をかけ
て、一緒に行っている

41

栄養摂取や水分確保の支援 食材とメニューは、食材店
の専属栄養士が管理し、ア
ドバイスを受けて提供して
いる。
水分は１日の目安量をもと
に、少しずつ摂取できるよ
うに工夫している

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

食事前後の手伝いが出
来る方が減っている
が、出来る方には参加
して頂いている

42

43 16

排泄の自立支援 一人ひとりの排泄パターン
を把握するため、日頃より
排泄の量や間隔を観察・記
録し、声かけや誘導等の必
要な支援を行っている

口腔内の清潔保持 自力での口腔ケアを促し、
出来ない部分を職員が支援
している。
また、週１回の訪問歯科に
よる指導やケアを受けてい
る

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や、本人の力に応じた口腔ケ
アをしている
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44

便秘の予防と対応 医師、看護師、薬剤師と相
談し、利用者の体調や体質
に合わせて、水分量や運動
量に気を配った対応を行っ
ている



○

○

○

○

○

○

　一人ひとりの生活習慣や、その
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

職員の人数も配慮して
入浴の希望には出来る
だけ、応じるようにし
ている

入浴を楽しむことができる支援

外 部 評 価

実 施 状 況

日常的な外出支援

実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価

45 17

46

安眠や休息の支援 一人ひとりの生活習慣にあ
わせて、自由に居室で休ん
でいただいてる。
明かりや空調など、居室ご
とで利用者にあった環境に
調節し、希望にあった空間
づくりを支援している

入浴場の衛生面から基本の
入浴日は隔日と定めている
が、ユニットで交互にして
いるので、利用者の体調や
希望にあわせて、随時変更
できるようにしている。時
間帯も出来るだけ希望に応
じられるよう努めている

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて、入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で、曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

48

役割、楽しみごとの支援 日々のレクリエーションな
どに、それぞれの趣味や楽
しみにあった物をとりいれ
ている。
洗濯や調理等の家事は都
度、職員が声かけをして希
望があれば分担して行って
いる

47

服薬支援

49 18

本人の希望、体調や天候に
応じて、戸外へ出かけるよ
うにしている。
敷地内のスペースを利用
し、屋外でお茶会等のレク
リエーションを行ってい
る。
季節ごとにボランティア職
員等と協力し遠方へ出かけ
ている

医師や看護師、薬剤師と協
力し相談したり説明や指示
を受けている。
現在の服薬内容や作用等の
状況について紙面に記録し
ており、職員がいつでも確
認、説明できるようにして
いる

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や、力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。又、普段は行
けないような場所でも、本人の希
望を把握し、家族や地域の人々と
協力しながら出かけられるように
支援している

敷地内の建物の外周も
歩くことが出来るの
で、機会を見ては歩い
てもらっている

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と、
症状の変化の確認に努めている

50

お金の所持や、使うことの支援 利用者、利用者家族とよく
話し合い、希望に応じて対
応している。買物などで自
分で使える喜びを実感でき
るように、自身で商品を選
び支払っていただけるよう
に支援している

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり、使えるように支援し
ている
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○

○

○

○

○

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや、好みのものを活か
して、本人が居心地良く過ごせる
ような工夫をしている

項        目

居心地のよい共用空間づくり 手摺や食卓テーブル等の清
掃と消毒を毎日行い、清潔
を保持している。
トイレは消臭剤等を使用
し、不快な臭いが漏れない
ようにしている。
共用フロアでは、温度や湿
度に気を配り冷暖房等を調
整し、季節感のある飾りつ
けをしている

　共用の空間(玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ等)
は、利用者にとって不快な混乱を
招くような刺激(音、光、色、広
さ、温度など)が無いように配慮
し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地良く過ごせるような工
夫をしている

実 施 状 況

自 己 評 価 外 部 評 価自
己
評
価

外
部
評
価

実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

51

電話や手紙の支援 手紙や電話はいつでも利用
できるようになっている。
また、利用者がご自身でや
りとり出来るように、プラ
イバシーに配慮し、職員が
代筆する等の支援を行って
いる

　家族や大切な人に、本人自らが
電話をしたり、手紙のやりとりが
できるように支援している

共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

椅子やソファーを各所に設
置しており、いつでも気に
入った場所でくつろいだ
り、お話ししたりできるよ
うに工夫している。車椅子
の方が自由に移動できるよ
うに広い空間も作っている

52 19

室温は２７度として職
員は注意し調整してい
る。職員はゆとりを
持ってホーム全体に配
慮をしている

各個室は銘々が自由に
家財を入れて過ごして
いる

53

54 20

居心地よく過ごせる居室の配慮 居室へはタンスなどの大き
な物も持ち込めるように、
設備は必要最低限にとどめ
ており、なじみの物で揃え
ていただける。居室の色を
それぞれ変えており自分の
部屋が認識しやすくしている

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で、思
い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている
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55

一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

全体にバリアフリーを実施
しており、不要な段差がな
い。また、手摺を各所に設
置している。状況に応じ増
設または撤去している。床
面は全てカーペット敷で、万
が一の転倒事故による衝撃を
和らげる

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつ、できるだけ自立
した生活が送れるように工夫して
いる



Ⅴ　　アウトカム項目
①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

ほとんど掴んでいない

ほとんどない

56
職員は利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴
んでいる

○ ほぼ全ての利用者の
利用者の2/3くらいの
利用者の1/3くらいの

ほとんどいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある

○ 毎日ある
数日に１回程度ある
たまにある

ほとんどいない

58 利用者は一人ひとりのペースで暮らしている

○ ほぼ全ての利用者が
利用者の2/3くらいが
利用者の1/3くらいが

ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きとした
表情や姿がみられている

○ ほぼ全ての利用者が
利用者の2/3くらいが
利用者の1/3くらいが

ほとんどいない

60 利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている

ほぼ全ての利用者が
○ 利用者の2/3くらいが

利用者の1/3くらいが

ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている

○ ほぼ全ての利用者が
利用者の2/3くらいが
利用者の1/3くらいが

ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な
支援により、安心して暮らせている

○ ほぼ全ての利用者が
利用者の2/3くらいが
利用者の1/3くらいが

ほとんどない

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聞いており、信頼関係ができ
ている

ほぼ全ての家族と
○ 家族の2/3くらいと

家族の1/3くらいと

全くない

64
通いの場やグループホームに、馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている

○ ほぼ毎日のように
数日に１回程度
たまに

ほとんどいない

65
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者
とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている

大いに増えている
○ 少しづつ増えている

あまり増えていない

ほとんどいない

66 職員は活き活きと働けている

ほぼ全ての職員が
○ 職員の2/3くらいが

職員の1/3くらいが

ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスに、おおむね満
足していると思う

ほぼ全ての利用者が
○ 利用者の2/3くらいが

利用者の1/3くらいが
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68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに、お
おむね満足していると思う

ほぼ全ての家族が
○ 家族の2/3くらいが

家族の1/3くらいが


